
○東日本大震災いちご農家支援策 

 目的 

 被災農家の就業場面の確保、震災復興の応
援 

 一方で、産業振興基金のねらいである、新規
就農者支援のための技術指導者と試験圃場
の整備による戦略作物による形成 

→いちごのブランド化を考えている 

 



伊達の農業の課題② 

•流通部門 

•生産品の付加価値向上と販路拡大 

•消費者ニーズを踏まえた品質の向上 

•加工･小売・飲食業等との連携 

•「食を通じたまちおこし」のための基盤整備とまち
全体の一体的な取り組み 

•ウェルシーフード構想により解消予定 
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3.ウェルシーフード構想に見る 
地域活性化と挫折 
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１．ウェルシーフード構想とは？ 

• 伊達市における 

「食を通じたまちおこし」 
• 2008年：基本作成 

• 第一次産業活性化のための方策 
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１．ウェルシーフード構想とは？ 

• 伊達市の特徴「多様性を持った第一次産業」 

• 生産者・加工業・飲食業・消費者を含めた市
全体での地域経済の活性化 

   第六次産業 

 

「食を通じたまちおこし」 

ウェルシーフード構想 

→ 
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１．ウェルシーフード構想とは？ 

• ウェルシーフードの当初の構想は以下の６つ
の目標で構成される 

①施設の整備 

②ウェルシ―メニューの開発 

③認定制度 

④加工品の生産と販路拡大 

⑤オーナー制度 

⑥食育の推進 

 
※本調査では
①、②、④に焦点
を当てる 29 



１．ウェルシーフード構想とは？ 

30 

①施設の整備 

②ウェルシ―メニューの開発 
 

④加工品の生産と販路拡大 
 



２．ウェルシーフード構想の実践① 

• 「四季のスープ」(H18~) ④に該当 

– 「だてスローフードファクトリー」が企画 

–市内のホテルに勤めるシェフに商品開発を依頼 

– H19に商品完成 

 

•   しかし作り方を公表せず地域的なひろがり
 なし 

→ 

室蘭民報http://www.muromin.mnw.jp/murominn-web/back/2007/03/30/20070330m_07.html 



２．ウェルシーフード構想の実践② 

→ 

• 「伊達の食材をとことん使ったレシピ集」(H20~)  

–プロ・アマ問わずアイディアを募集 

–長野県のシェフ考案メニューを含む８品を載せた
レシピ集 

–伊達商工会議所のHPからダウンロード 

 

•   作成だけで終了してしまい発展なし 

 

伊達商工会議所http://www.date-

cci.or.jp/%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%8

3%88 



２．ウェルシーフード構想の実践 

• 「だて武者カレー」(H23~) 

–市民参加のワークショップから特産品の開発を
行った 

–実際に商品の販売をH23,4月より行っている 

 

•   市内での販売は一店舗でしか行われてい
ない 

→ 

33 胆振総合振興局http://www.iburi.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/meisanhinproject.htm 


